「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票

	　項　目
	　

	事業実績及び事業効果

	· 中河内・南河内ブロックの巡回相談指導事業：14,750千円（国・府補助あり）
· ホームレス数

　　　　

八尾市全体

（内）久宝寺緑地

ブロック全体

16年3月末

　１１０人

　　１０１人

　２８２人

20年3月末

　　３６人

　　　３０人

　１３３人

平成16年から管内で起居するホームレス状態の人に対し、巡回相談を実施することにより、年金受給開始や生活保護受給につなぐなどしてホームレス状態の生活から脱却することを促進。管内におけるホームレス状態の人の数は平成16年3月時点の110人から、平成20年3月には36人となった。

　巡回相談員もホームレス状態の人と面談を重ね、信頼関係を築きつつニーズを引き出して福祉事務所につなげている。　　

	課題・問題点
	· 緊急一時避難的な対応として社会福祉法人・NPO法人などの設置によるシェルターの利用が考えられるが、現在受け入れ施設が無い。
· 市町村の福祉分野がホームレス対策を主に行っているが、公園管理者や道路管理者なども更に積極的な対策を実施する必要がある。即座に居宅生活が困難と思われるものへの援助方法が必要ではないか。救護施設についても即入所できるとは限らない。
· 府営住宅において、優先的かつ早期に入居できる対応をとる必要がある。

· 近隣に無料低額診療所が無く、通院による治療要の事案に対応できない。
· 保健所により結核検診が実施されているが、一般的な検診の情報や無料低額診療情報の提供が不足しているのではないか。

· 動物（犬など）を飼っているホームレスの方への対応について苦慮している。

· 相談業務で、当事者のニーズに即座に返答せねばならず、相談者の知識や経験などで援助に違いが出てしまう。現在の巡回員は、担当し始めて約3年で対応のレベルも安定しているが、巡回員の入れ替わりがあった際に現在の援助技術等が下がらないような体制作りが必要かと思われる。一時期、めまぐるしく巡回員が入れ替わり、援助が中途でかかわりを拒否しだす人がいた。

· 再野宿防止の支援が必要ではないか。疾病などにより入院や施設入所等を行っても、すぐに元の状況（ホ－ムレスの状況）に戻ってしまう。
· 多くのホームレスの方が住居設定後の自立についての意欲が薄く、現状（ホ－ムレス状態）を望む声が多い。特に巡回相談等を継続的に実施してきて、残存するホ－ムレスの方の多くがこのタイプであり、援助に耳を傾けない傾向にある。

	計画に対する意見、今後の方向性等
	· 自立支援センターの設置について、構成市町村との協議で必要とする場合は、各地域ブロックにこだわらず、大阪府自らが設置主体となり事業実施していただきたい。
· 市町村による対応は、生活保護によるものが実務上多いが、衣類・食事・入浴・宿泊場所の支援を緊急に行う必要がある場合の対策が無いため、個々の状況に即した使いやすく効果のある支援策が必要と考える。
· ホームレスの高齢化に対応するには、老人ホーム入所ケースを増加させる必要がある。行政内部における老人福祉担当と十分な連携を取っていく必要がある。
· 日常生活支援に力を入れるべきではないか。当管内に起居するホームレス状態の人たちを見る限り、独特の生活観を持っておられるように見受けられ、居宅生活を送る上でしなければいけない最低限のことができるかなどを見届けた後に居宅設定を行うようなしくみができればと思う。近隣とのコミュニケーションも重要なので、公営住宅の１室を使用するなど小規模な事業がいい。

・　福祉部門だけでなく、道路・土木・建設・警察部門などとの連携を強化し、野宿生活を始めないような啓発活動を行うべきではないか。
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